
【　資料１　】

令和7年1月末現在

開催日 事業名 担当館 内　容 対象 定員
申込
人数

（注１）

参加者
数

成　　　果

第2・4（日） 大森 － 157人 157人

第4(土) 小林 － 35人 35人

毎週(土) そうふけ － 323人 323人

毎週(日) 小倉台 － 285人 285人

月1 印旛 － 172人 172人

第3(土) 本埜 － 75人 75人

隔月1回
中央駅前地域交流
館でのおはなし会

小倉台 － 65人 65人

通年 新聞リサイクル
全館 保存期間が過ぎた新聞

のリサイクル
一般 － － 自由来館

不定期 ブックリサイクル 全館
保存期限を過ぎた雑誌・
図書のリサイクル

一般 － － 自由来館

住民へ提供・還元することができ、資料の再利
用を図ることができた。
各館リサイクル点数及びリサイクル率
大森 : 点、％（通年）
小林 : 364点、100％（11月から 12 月まで）
そうふけ ： 点、％（6月から3月まで）
小倉台 : 点、％（通年）
印旛 :点、％（通年）
本埜 : 1,151点、97.6％（11月から1月まで）

通年
図書紹介コーナー
「わたしのおすすめの
１冊」

小倉台
職員もしくは利用者から
のおすすめ本を紹介す
るコーナーを設置

自由参加 － － 自由来館
利用者や職員が図書の紹介をしあうことで、
読書の普及ができた。

通年
おうちでおはなしか
い

本埜
おすすめ絵本、紙芝居
セットを貸し出す

幼児
保護者

－ － 自由来館

新たな絵本、紙芝居との出会いを提供し、利
用者の好評を得た。
実績 :110セット

大森 155人 155人

小林 76人 76人

4/23～
5/11

こどもの読書週間事業
スタンプラリー

そうふけ

小学生以下を対象に、
来館した際に図書館で
用意した用紙にスタンプ
を押す

小学生
以下

－ 247人 247人
スタンプを集める目的で図書館に来館しても
らうことで、図書館と図書館の本に対する興
味・関心を深めた。

小倉台 展示 ： こてんにしたしむ
大河ドラマにちなんで平安関連本の、わかり
やすくビジュアルの多い児童書を展示し、多く
の方に興味をもってもらうことができた。

印旛
展示 ： ちいさな一歩で
いいんだよ　それが、勇
気！

春からの新生活をがんばっている子どもたち
に贈るエールとして、勇気を出して踏み出す
一歩をあと押ししてくれる内容の児童書や絵
本を展示し、多くの方に興味をもってもらうこと
ができた。

本埜
展示：小学生向けブック
リスト「ほんのタネ」で紹
介した本

今まで図書館で紹介してきた小学生向けにお
すすめした本について、あらためて興味をもっ
てもらうことができた。

こどもの読書週間事業
児童特別展示

自由来館 － － 自由来館
4/23～
5/26

図書館にある本につい
てのクイズ

令和6年度　図書館事業報告

【主催事業】

こどもの読書週間事業
（注2）
図書館クイズ

幼児
小学生

－
いろいろな子どもの本と触れ合うことができ、
親しみを感じてもらうとともに、知識を深めても
らうことができた。

【新規事業について】
・法律相談講座（大森）
・認知症予防講座（印旛）

読み聞かせ
幼児

小学生
保護者

子どもたちに絵本や紙芝居を通じてお話の楽
しさを感じてもらうことができた。
（参加者計 ： 人）

4/23～
5/12

おはなし会
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開催日 事業名 担当館 内　容 対象 定員
申込
人数

（注１）

参加者
数

成　　　果

5/8 ブックコート体験講座 印旛 3人 3人 3人

9/6 そうふけ 4人 4人 4人

10/17 本埜 3人 2人 2人

5/28～
6/23

環境月間展示（注3） 印旛
印西市環境基本計画に
基づく環境に関する資
料の展示

一般 － － 自由来館

「大切にしたい自然と環境～「わたしたちのセ
ンス・オブ・ワンダー～」をテーマに、没後60年
を迎えたレイチェル・カーソンと、環境問題に
関連する本を集めて展示し、環境問題につい
て考えてもらえる機会となった。

6/15
県民の日イベント～
借りてめくろう！

印旛

小学生以下を対象に、
県民の日に本を借りた
際にシールをプレゼント
する

小学生
以下

－ 14人 14人
ミニシールのプレゼントを目的に図書館へ来
館してもらうことで、図書館と図書館の本に対
する興味・関心を深めた。

7/20～
9/1

ブックスタンプラリー 全館

小学生以下を対象に、
来館した際に図書館で
用意した用紙にスタンプ
を押す

小学生
以下

－ 2.676人 2.676人
スタンプを集める目的で図書館に来館しても
らうことで、図書館と図書館の本に対する興
味・関心を深めた。

8/2 大森 50人 45人 36人

8/8 印旛 30人 32人 30人

7/25 大森
小学1年
～4年生

8人 8人 8人

8/20 小林
小学4年
～6年生

3人 3人 3人

7/26 そうふけ
小学4年
～6年生

8人 8人 7人

8/9 小倉台
小学1年
～6年生

8人 8人 8人

7/24 印旛
小学1年
～4年生

4人 4人 4人

7/23 本埜
小学3年
～6年生

4人 4人 4人

7/30 科学あそび 小倉台
小学校3～6年生を対象
に、子ども向けの科学講
座を行う

小学3年
～6年生

12人 11人 11人

びゅんびゅんごまの作成やテーブルクロス引
きの実験を通して、慣性の法則について学
び、子どもたちに科学の本への興味・関心を
深めることができた。

9/6 認知症予防講座 印旛

「知って安心！認知症
予防講座～学べばこわ
くない認知症～」をテー
マに一般成人向けの講
座を行う

一般 40人 26人 22人

同じ庁内にある印旛地域福祉センターの会議
室を活用した一般成人向け講座として、高齢
者福祉課に講師を依頼し「認知症予防」を
テーマとして講座を実施した。9月の「認知症
月間」展示の本とあわせて多くの方に興味を
もってもらうことができた。

9/14 法律相談講座 大森
「消費者トラブルから身
を守るためには」をテー
マに講座を行う

一般 50人 11人 10人

消費者トラブルについて、法テラス千葉のス
タッフ弁護士よりわかりやすく説明を受け学ぶ
ことができた。あわせて関係図書を展示し、図
書に興味をもってもらうことができた。想定して
いたほど申し込みが少なかったことについて
は次回の改善点としたい。

10/10
ママ・パパ図書専用
テープ補修体験

印旛
保護者向けに図書専用
テープを使った補修体
験を行う

幼児のいる
保護者

4組 4組 3組
持参された破れた絵本等でテープによる簡単
な修理を体験いただいた。図書館の本の修理
について知っていただくよい機会となった。

10/26 大人のおはなし会 大森
一般成人を対象とした
朗読等のおはなし会を
行う

一般 50人 31人 31人
ボランティアと協力し、大人の参加者に素話な
どを朗読し、おはなしの世界を楽しんでもらう
ことができた。

参加者が持参する本を
使ってフィルムカバーか
けを体験してもらう

図書館の本の装備について知っていただく良
い機会となった。

一般

図書館探検隊

夏のおはなし会

大人のブックコート体
験講座

夏休みに行う、通常の
おはなし会の特別版とし
て開催

幼児
小学生
保護者

ボランティアと協力し、読み聞かせ、エプロン
シアターやパネルシアターなどを行い、子ども
たちに物語の楽しさを感じてもらうことができ
た。

図書館見学やカウン
ター　業務などの体験

カウンターなど図書館業務を行うことで､図書
館を身近なものに感じてもらうことができた。
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開催日 事業名 担当館 内　容 対象 定員
申込
人数

（注１）

参加者
数

成　　　果

大森
展示 : カポーティと都市
小説

生誕100周年を迎える20世紀アメリカを代表す
るトルーマン・カポーティの作品と、彼の代表
作の一つである「ティファニーで朝食を」のよう
に都市で営む人々や都市そのものを描いた
都市小説を生み出したアメリカ作家を特集し
て展示した。

小林 展示 ： 子育てする社会
「子育て」のイメージや子どもにとって望ましい
社会などについての本を展示し、多くの方に
興味をもってもらうことができた。

そうふけ
展示 : 記憶に残る野球
選手たち

甲子園球場100周年にちなみ、国内外で活躍
した野球選手たちの足跡をたどった本を展示
し、多くの方に興味を追ってもらうことができ
た。

小倉台
展示 ： 思わず手に取っ
てしまうタイトルが気にな
る本

とても長いタイトルや変わったタイトル、内容が
気になるような面白いタイトルの本を展示し、
多くの方に興味をもってもらうことができた。

印旛
展示 ： 20年ぶりの新札
発行！～お札の人物ど
んな人たち？～

20年ぶりの新札発行にちなみ、新旧のお札の
人物たちのエピソードと紙幣の歴史がわかる
本を展示し、多くの方に興味をもってもらうこと
ができた。

本埜 展示 ：和歌・短歌の本
和歌・短歌に関する本などの展示を行い、今
年の大河ドラマ「光る君へ」の影響もあり、多く
の方に興味をもってもらうことができた。

11月
大人のためのブック
リスト

大森

一般成人を対象に、ある
テーマに沿って職員の
お勧めする本のブックリ
ストを作成・配布する

一般 － － 自由来館

「怖いもの」をテーマに、大森図書館の職員・
スタッフが選んださまざまな分野のお勧めする
本をブックリストにし配布することで、本に関心
をもってもらうことができた。

11/19
水引でストラップを
作ろう

小倉台
一般成人を対象に、図
書館の本を紹介しなが
ら工作を行う

一般 6人 6人 6人
図書館の本を紹介しながら工作を行うことで、
本に親しんでもらうことができた。

12/14 クリスマス会 大森 50人 50人 42人
ボランティアと協力し、読み聞かせやパネルシ
アターなどを行い、子どもたちに物語の楽しさ
を感じてもらうことができた。

12/15 小倉台
10組
20人

10組
27人

12組
29人

ボランティアと協力し、読み聞かせなどを行
い、子どもたちに物語の楽しさを感じてもらうこ
とができた。

12/21 本埜 16人 22人 22人
ボランティアと協力し、読み聞かせなどを行
い、子どもたちに物語の楽しさを感じてもらうこ
とができた。

1/5～1/13 大森 130人 130人 130人

1/5～1/10 そうふけ 120人 120人 120人

1/5～1/7 小倉台
小学生
以下

100人 100人 100人

2/7～2/26
一般向けプチ展示
「小林図書館員おす
すめの本」

小林
小林図書館職員のおす
すめする本とその紹介
文を展示する

一般 － － 自由来館

10/29～
11/24

読書週間事業
（注4）

一般 －

読み聞かせ、パネルシ
アターなど

ほんのおみくじ

－ 自由来館

クリスマスのおはなし
会

小学生
以下
一般

幼児
小学生
保護者

おみくじやおすすめの本を通じて、図書館へ
の興味や関心を持ってもらうことができた。

おみくじを引いてもらい
図書館おすすめ本を貸
出しする
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実施日 事業名 担当館 内　容 対象 定員 申込人数 参加者

8/2
科学あそび
（共催：そうふけ公民
館）

そうふけ
図書館の本に紹介さ
れている科学の実験
や工作を行う

小学3年
～6年生

16人 15人 10人

9/26
読み聞かせ講座
（共催：滝野子育て支
援センター）

本埜

絵本の選び方・読み
聞かせについての講
座
（午前・午後２部制）

0歳～
３歳児の
親子

30組
21組
43人

21組
43人

年10回
1月末で8回

小さい子と親のどく
しょかい
（共催：木刈親子読書
会）

小倉台
親子で絵本を読みあ
い、話しあう

学齢前
幼児の
親子

40人 40人

12/7

クリスマス会
（共催：小林親子読書
会かたつむり、小林
公民館）

小林
すばなし、読み聞か
せなど

幼児～
小学生

50人 42人 39人

2/15
おはなし会スペシャル
（共催：そうふけ公民
館）

そうふけ
読み聞かせ、パネル
シアターなど

幼児～
小学生、
保護者

100人 人 人

【連携事業】

開催日 事業名 担当館

8/25

開館30周年記念
絵本ｄｅクラシック
そうふけっぱらのきつ
ね

大森

8/3・12/21
おはなしにんぎょうを
つくろう

大森

実施日 事業名 担当館 内　容

5/23～9/5

9/5～12/5

12/5～3/6

スクール便 全館
小中学校への定期配本
（小学校120冊/校）

実施日 事業名 担当館 内　容 参加者

10/29 大森 6人

56人

20人

大森 10人

そうふけ 6人

小倉台 7人

印旛 3人

本埜 6人

10～11月

10～12月 中学生
印西市生き活き体験
(中学生職場体験)

市内中学生による職場体験

文化ホールでは、印西の民話絵本「そうふけっぱらのきつね」
を動く絵本のようにスクリーンに映し出し、それに合わせて読
み聞かせや演奏を行ない、絵本の販売やエントランスホール
をそうふけっぱらに想定した装飾を行った。大森図書館では8
月7日から8月25日まで市民作品展示ケースに原画の展示を
おこなった。

印西の民話絵本「そうふけっぱらのきつ
ね」のお話しに興味を持ってもらえた。
エントランスホールの装飾などホールと
連携した事業ができた。

小学生職場見学 市内小学生による職場見学 小学生

大森小

会　場　・　対　象

小倉台

成　　　果

希望する各学校に図書をセット貸出す
ることで、読書タイムでの利用など本へ
の興味･関心をひき、児童･生徒の読書
意欲を高めた。

内　　容 成　　果

びゅんびゅんごまの作成やテーブルク
ロス引きの実験を通して、慣性の法則
について学び、子どもたちに科学の本
への興味・関心を深めることができた。

絵本を通して、同世代の交流が図れ
た。また、日ごろの悩みや意見交換等
もできる場ができた。

1冊の絵本を徹底的に読み語りあうこと
を通して、来館者との交流が図れた。
お話にちなんだ絵を描いたり簡単な紙
工作を行ったりし、参加する楽しみを与
えられた。

【共催事業】

【学校関係】

【実習受入】

対　象

成　　　果

市内小中学生・市内小中学校
【小学校　17校】木下小・大森小・小林
小・木刈小・内野小・原山小・小倉台
小・高花小・西の原小・原小・六合小・
平賀小・いには野小・本埜小・滝野小・
牧の原小・船穂小
【中学校　0校】

共催団体と協力し、すばなし・笛遊びや
パネルシアターなどを行い、子どもたち
に物語の楽しさを感じてもらうことができ
た。

備　　　考

文化ホールで開催するお話に登場する人物をペーパークラフ
トで作成する事業と連携し、大森図書館は関連する資料の紹
介を行う。

ペーパークラフト関係の資料及び講師
丸山ゆき氏の挿絵の児童資料の展示
を行い図書館資料の紹介ができた。

印旛中（11/19～20）2人
小林中（11/28～29）2人
滝野中（12/5～6）2人

木刈中（10/29～30）3人
西の原中（11/7～8）4人

木刈小（10/25　14人、11/14　7人）
小倉台小（10/31　35人）

木刈小（10/20　15人、11/20　5人）

印旛中（11/19～20）3人

原山中（11/5～6）2人
西の原中（11/7～8）2人
船穂中（11/21～11/22）2人

木刈中（10/29～30）４人
西の原中（11/7～8）４人
印西中（11/14～15）2人
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実施日 事業名 担当館 内　容

6/19 印旛 本の修理講習

10/25 小林 読んであげよう！

7/19･10/18
地域子育て支援拠点
事業西の原保育園こ
あら「絵本講座」

そうふけ
読み聞かせの仕方、
絵本の選び方

刊行時期

年6回

年3回

9月

9月

10月

（注1）事前申込不要の事業の場合、当日の参加人数を申込人数としている。

（注2）こどもの読書週間　毎年4月23日から5月12日まで制定されている。

（注3）環境月間　毎年6月に制定されている。

（注4）読書週間　毎年10月27日から11月9日まで制定されている。

読み聞かせをするため、絵本の選び方や読み方
についての方法を学んでもらった。

ページ破れの修理や汚損予防のブッカー（保護
フィルム）をかける作業等について学んでもらっ
た。

刊行物名 内　　容 備　　考

【刊行物の発行】

出前講座

読み聞かせをするため、絵本の選び方や読み方
についての方法を学んでもらった。

絵本のブックリスト 対象：幼児、小学生、一般

ほんのタネ！ 小学生向けのブックリスト 市内小学校に配布

0～1歳児の親子

いには野小学校（学校図書
の修理ボランティア向け講習
いには野小　明日を育てる
会）

子育て支援センターゆいキッ
ズ（乳幼児とその保護者）

【講師派遣】

会　場　・　対　象 成　　　果

印西の民話そうふけっぱらのきつね 絵本

Book de Go! 中学生向けブックリスト 市内中学校に配布

としょかんつうしん 図書館主催事業の案内などを掲載 対象：一般

えほんのくに
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